E. ドホナーニの初期ピアノ作品 : 楽曲構成と演奏技巧の観点か ら by 安並 貴史
東京音楽大学リポジトリ　Tokyo College of Music Repository









Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
氏名 安並 貴史 
ヨミガナ ヤスナミ タカシ 
学位の種類 博士（音楽） 
学位記番号 博第 13 号 
学位授与年月日 2021 年 3 月 12 日 
学位論文題目 E.ドホナーニの初期ピアノ作品 ――楽曲構成と演奏技巧の観点
から―― 
博士論文審査委員会 （主査） 教 授 岡田 敦子 （ピアノ） 
  （副査） 教 授 石井 克典 （ピアノ） 
  （副査） 教 授 武石 みどり（音楽学） 
  （副査） 教 授 藤田  茂 （音楽学） 
 （副査）  伊東 信宏 （音楽学） 
（大阪大学教授） 
博士演奏等審査委員会 （主査） 教 授 岡田 敦子 （ピアノ） 
 （副査） 教 授 石井 克典 （ピアノ） 
 （副査） 教 授 野島  稔 （ピアノ） 
 （副査） 教 授 四戸 世紀 （クラリネット） 
 （副査） 准教授 伊達 英二 （声楽） 
 （副査） 准教授 原田 敬子 （作曲） 
 （副査） 教 授 武石 みどり（音楽学） 






日 時 2021 年 2 月 12 日（金） 14 時 30 分～17 時 00 分 













































日 時 2020 年 10 月 27 日（火） 18 時 30 分～19 時 40 分 









6、《4 つのラプソディ》作品 11 の 3 曲それぞれに固有の世界があることを雄弁に示
したと言うことができる。博士号申請のリサイタルとして、審査員全員一致で合格
と判定した。 
プログラムの前半に演奏された作品 4、作品 6 に関しては、f や ff の音色が一様
に硬く、多彩なタッチや音色への一層の探求が必要であると感じられた。しかし、5
分の休憩を挟んだ作品 11では、楽曲との一体感、楽器との一体感が充分に発揮され、
音色的にも表現的にも見事に多彩な世界が繰り広げられていた。この違いは演奏者
の力量の問題というより、むしろ個々の作品がもつ演奏家を喚起する力の差による
ところが大きいだろうという見解も、審査員からは出された。 
演奏者はこれまでブラームスを多数演奏してきており、この日の演奏を通して、
博士論文で論じているドホナーニとブラームスとの関連を明瞭に示したと言えよ
う。それに加えて、随所にみられるブラームスを超える技巧性について、F.リスト
との関連がただちに想起されるとしても、たんなるリストの継承に止まるものでは
ないということをよく示した点も、高く評価できる。 
 
プログラム 
Ｅ.v.ドホナーニ：エンマ・グルーバーの主題による変奏曲とフーガ Op.4 
Ｅ.v.ドホナーニ：パッサカリア Op.6 
Ｅ.v.ドホナーニ：4つのラプソディ Op.11 
 以上 
